
 

　　　　　　　　　　学校名

１　本年度の重点目標

(１)多様性を尊重する態度と互いのよさを生かして協働する力を育てる。

(２)すべての教育活動を通して、生徒の自律性の伸長を図る。

(３)進路目標が達成できるよう、継続的に努力する態度を養う。

２　本年度の経営方針

A　適切である

(２)教職員の日常の対話と議論を通して合意形成を図り、協働意識を高め、組織連携による指導体制の充実を図る。 B　ほぼ適切である

C　やや不適切である

D　不適切である

３　自己評価結果に対する外部評価

分野・領域
達成
状況

1 補習など、個に応じた学習指導を行い、基礎・基本の定着を図っている B

2 生徒の特性や進路希望に応じた学習指導により、学力の向上を図っている B

3 課題等により生徒の家庭学習の習慣化を図り、生徒が自主的に学ぶ力を育てようとしている B

外部評
価者の
意見等

1 日常的に行動観察や面談、カウンセリング等を通じて生徒理解に努めている B

2 日常的に挨拶指導や身だしなみ指導を継続して行っている A

3 生徒会活動や部活動を通して、生徒が主体的に行動できる力を育てようとしている C

4 集団の一員として責任を果たし、また、互いに協力して助け合う姿勢を育てようとしている A

5 巡回、面談、アンケート調査等を行い、いじめ未然防止や早期発見に努めている。 B

外部評
価者の
意見等

1 面談等で自己理解を深めさせ、能力や適性に応じた進路目標を設定できるよう指導している A

2 社会人講話、模擬面接、職業体験(ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ)等を通じ、キャリア教育を進めている A

3 各種検定・資格取得を奨励し、キャリアアップを促進している B

外部評
価者の
意見等

1 生と性に関わる講話やボランティア活動の奨励等、生徒の健全な心身の育成に努めている B

2 避難訓練や薬物乱用防止講話、交通安全講習会等を通じ、防災・防犯・安全教育に努めている A

3 日常の清掃活動や委員会活動を通じ、公共心や環境保全の意識を涵養している A

外部評
価者の
意見等

1 町の関係機関等と連携した教育活動や公開授業により開かれた学校づくりに力を入れている A

2 各通信の発行やホームページの更新等により、保護者や地域へ適度に情報を発信している A

外部評
価者の
意見等
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学校評価委員会

評価項目 改善の方策

(１)生徒たちが「社会の中でよりよく生きる力（確かな学力、豊かな心、健やかな体）を育むために自ら考え、判断し、決定し、行動する資質を
　　育む特色ある教育活動を展開する。

(４)育成を目指す資質・能力（「何ができるようになるか」）、SDGs（持続可能な開発目標）及び将来ビジョンを持って生徒が自ら言語化できる
　　ような教育活動を推進する。

(５)全ての教職員が授業や授業準備等に集中し、健康で生き生きとやりがいを持って勤務でき、教育の質を高められる環境を構築する。

(３)地域との行動連携により、地域とともにある学校作りを進める。

北海道上士幌高等学校

・今年度同様に、薬物乱用防止教育、生と性に関わる講習等
を計画的に実施し、健全な心身の育成に努めていきたい。特
に、講師選定には十分時間をかけていきたい。
・次年度も「緊急時の対応」を常に職員室等に掲示し、共通理
解が図れるようにする。

学習指導 B B

生徒指導 B B

・地域の方に向けた発表や交流の機会が多くなれば、主体性や集団行動が身につくのではなかろうか。先日の「全国高校生マイプロジェクト　北海道
予選」では1年生2名が出場し頑張っていた。そういうことからも、発表する取組等について、今後も大いに取組んでいただきたい。
・町の生涯学習センター「わっか」においては、こちらが挨拶すると、生徒さんもしっかりと挨拶しており印象は非常に良い。

・主体的に学ぶ力を如何につけるかについては、生徒の興味、関心をしっかりと見定めるなどし、取り組んでいただきたい。
・授業評価アンケートについては、一般の方が分かるような項目や、授業計画書もしっかりと出していただきたい。併せて、教科の目標に対しての成果
について、どうようになっているのかについても、分かるようなものも添付していただきたい。
・学力差があるということで、大変だと思いますが、基礎学力をしっかりと身につけさせていただきたい。

・個に応じた指導及び評価法については、校内研修等も継続
して行い、学力向上に向けた取組を行いたい。
・各科目の年間指導計画に基づき、つけさせたい力を生徒に
周知し、自ら学ぶ意識を持たせる。
・各教科と連携し、粘り強く家庭学習に取り組ませていきた
い。

・ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ担当者、並びに町の関係者と連携も取りなが
ら、生徒理解に努めている。来年度も今年度以上に連携を深
め取り組んでいきたい。
・生徒会活動については、町の関係者の協力もいただきなが
ら、徐々にではあるが自主的な取組みが見られてきた。次年
度は、早目に計画を立て、責任を持たせ取組ませていきた
い。
・校内巡視体制や、教育相談を強化し、今年度以上に、いじ
め未然防止に努めたい。また、全教職員の共通理解のもと、
生徒に対しきめ細かな指導に取り組んでいきたい。

学校運営 A A

・昨年度に比べ、ホームページの更新が多くなっており、良いと感じる。一方で、発信はしているが、認知されていないような感じがするため、その対策
は必要である。
・ホームページ以外でも、学校の様子が分かるような取組を是非して欲しい。
・今後、学校運営協議会をしっかりと機能させ、地域の子どもたちをどのように育んでいけがよいのか考えていく必要がある。そのためにも、目標を
しっかりと定め、目標達成に向け内容をしっかりと検討していく必要がある。

学校運営協
議会委員

12
名

A

・模擬面接では、難しい質問をしてもしっかりと応えてくれるなど素晴らしいものがある。一方、時代を生き抜く力、人間力があるかどうかなど、生徒に
強さを是非身につけさせていただきたい。
・検定については意欲的でない生徒がいるということで、継続性ということも踏まえ、是非とり組んでいただきたい。

A

・一部生徒やクラブのボランティア活動については、概ねよいのではないのか。今後もボランティア活動等は継続していただきたい。

・次年度も、学級通信の発行や学校ホームページの充実を
図っていきたい。
・今年度以上に、関係機関と連携した教育活動を大いに展開
していきたい。

進路指導

・進路目標を早めに設定させるためにも、１学年時に探究の
時間を活用し、「自己理解」に十分に取り組ませたい。
・社会人講話、模擬面接指導等、今年同様に同友会の協力も
得ながら実施していきたい。
・各種検定に関しては、意義を意識させながら取り組ませる。
また、進学講習についても、ただ単に取り組ませるだけでな
く、個に応じた進路指導も行いながら実施したい。

B

A
健康安全
指　　導


